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      ササの生理,生 態 に関す る考察

         上  田  弘  一一 郎

         内  村  悦  三

Physiological and  cecological studies on the Sasa (Pleioblastus pubescens Nakai) 

                     by Koichiro Ueda 

 Etsuzo Uchimura

                   目    次

 1 緒   言              112     3 刈払の時期別試験

 ㎜ 試料採取地概況および材料        113    n 摘   要               124

 m  実      糧灸                           114           文      i                           125

  1 成長と気象との関係                Resume                125

  2 貯蔵澱粉の季節的動き

                 1 緒    言

 ササは葉や幹を用いた利用上の有用な面と造林上の地床植物 としての役割が注目される。すなわ電

ミヤコザサは草資源として家畜の飼料に広 く用いられてお り,ま たネマガ リタケはササパルプある4

は繊維板としての用途があるほか各種の家庭用品などとして使用されてお り,木 材の節約を可能と巧

るのみならず,Ilf地 の荒廃や土砂の流出,堤 防の欠tに よる水渦の拡大を防 ぐためにも大きな役割覆

巣 し,ま た筍 として食用に供しうるものがあるなど利用範囲は極めて広い。さらに林内においては∠

  1)摘 ・れてい るよ ・に,サ サの難 す ・・挽 ・林木 の賄 ・を考え る と・そ ・に ・ク・,1・

マ の成立を認め ることがで き,裸 地 よ りも温度関係 が温和にな るといわれてい る。 また館脇博 士に」

れば 林床植物 を用いて材型式群落を分 類 し,サ サ型を加え北海道 におけ るエゾマツ,ト ドマツ林下4

サ サ群落が安定林に導 くことの指標 として用 い られてい る。 しか しなが ら林内に密生 して造 林木の1

長 や更 新上に大 きな妨げ となつてい るEam uが さ らに多い。 これは他 の地 床植 物に比べてササの分 荊

囲が広 く,国 有林のみ で263万 ヘ クタール余 りに もお よぶ ことや,地 上 部 と地下 茎の繁殖 力が強いこ

とな どが原 因 していと,のであろ う。 すなわち地上部 では稚{剴の発%1=を妨 げた り,直 接に幼樹を被圧雪

て陽 光の透過 を妨 げる ことや地表 面近 くの風が流 通 しに くくな り,こ のため温度や湿度に影響 す る1

れ も泣,り,更 新や生育 に害 を与 えた りす る。 しか も叢 生 してい る所 では野鼠や昆 虫類 の棲 息所 とな

てい る。つ ぎに地下に おいては四方 に拡張 してい る地下茎 が土壌rl1の 養分 を吸 収 しやす く,し たが

て施肥の場 合に もこの点に留意 せねばな らぬ ことや造 林木 の根型 の発達を妨げ るこ とな どが老 えら

る。

 以 上,サ サの利用 と林地 にお よぼす諸種 の弊害 に関す ることをのべたが後者 はと くに枯殺 ともV"1

が あ り,こ れ らを取扱 う際には効果的に しなければな らず,そ のため生理 ・生態 面を 明 らかにす る1

要 があ る。 今迄 の研究業 積をみ ると,サ サの利用方面に関 して の生理的 研究 はほ とん どみ られず,;

殺 に ついては多少研究 されてい るが,い ずれ も部分的 な ものが 多い。た とえば河 田博 士(の)らに よつ て
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が 伐 採跡地 ま鞭 つ閉の破牙℃た 紛 轡 入 して予初 蜘 を不Lp°,1]Ut_!y,らしめ るクマザサ・ ネマガ

が ケの灘 方法が研究されているカ㍉ 一れに よれば発筍期にメ蜘 ときは成竹期に刈払 う場 合より

柳 力が少な く・発筍期 こ火入をT7と きは1婦 期に火入を行 う場合 よりも効 力が少な く・一般vこ総

ズ成竹期に生活力を滅殺する作業を行 うのは「畦評の塩業を発筍期に行 ラ場合 よりも有効であるとい う

が成竹期の意味が判然としていない・ また暇部,中 島の各氏は地下茎の貯蔵養分の時期別消長をみて

4・るが年 令蝿!【 」がな されしひ ない こと樋 一L.と 地[ぐ茎 と鍼 長 関係 の憐1に も欠ll國て いる・北海

道における松井氏の時期別刈払試験は成長関係の点では論議 されているが,生 理的な検討が十分にな

されていない・刈払や薬剤の使用による地上部の枯殺はそれのみで・ササ全休 としての枯死 とは見徹

されず繁殖が地下茎によつているためである。そこで筆者らはササの成長経過を知 り・そしてこれに

ともな う貯蔵澱粉の時期 こ虻る消長をそれ∵,れ年令別に地上茎(幹)ば か りでなく・地下茎にっいて

も老察し・この結1艮に基いて全面刈による時期別の刈払いを行い・刈払跡地の新ザサの状態から刈払

時期の適否をみた・

 なおこの研究は竹の生理 ・生態に関する研究の参考とするために も行つた ものである。

 終りに,木 研究を行 うにあた り,調 査の援助や とりまとめに助言を与えられた斉藤達夫,橋 木英二,

伊佐義朗の各教官をはじめとして演習林の多くの職i!に 深謝の意を表 したい・

              五 試 料採 取 地概 況 お よび1材料

 この実験は京都 ノく学上賀茂育種試験」也第11林班のササ発生地において実施 したが,こ の地区は古生

層の砂岩,粘 板岩が認められ,土 壌は次の如くである。

      Mechanical compositions

                     ・,a誕i。n・摺1s灘arse s罐裾 監・,盈・陶 沙 農・諭・a晶*き1・ナ                                     ー.一 一 一...一 一 一一 一 一 一一 一一一.一 一.1 一.」1一 一 ・ 幽1-            一 一一一一 一 一 一

                                                                               1

鯉i・6・励 ・ 盆・t{amm ・・78 22・56 1・・3・6・7739・631…37

                                                       (分 類 はli本 農 学 会法 に よ る)

      Chemical properties

Tex・詳・ ・鵬 ・撒 論)1s・J I'Ci'ure Total-L To・・N II1-NI…臨IIC欝

    一

                                           1    1

C 4・4 24・2  2・2-・21° ・°12° ・°T「ace° ・°1

                                                            (,°o on air dry basis)

 設 定 せ る試料採取地域に はモ ミ,ヒ ノキ,ク リ,ヒ メヤ シヤ ブシ,イ ヌツゲ,モ チツツ ジな どの樹

木をみ るが,そ れ らは極めて疎立 してお り,お おむね地 床に陽光 が さしこんでい る。 また気象につい

ての記録 は演習林 気象月報に よつた が,襯 測位 置はード記 の如 くであ る。

  北 緯 35QO4'    東径 135°45'   海i!耐}i 140m

  温 度 計 地 上1.50m    雨}1;:計 地.i:1.50m

-_一 一一        .一         _  _ _一

*1角 礫 は 原土 百 分 中

*2 pHはQuinhydron電 極 法 に よ る

*3置 換 酸度 はKappen法 に よる
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 次に供試 された材料はケネザサ(Pleioblastus pubescens Nakai)で ある。 このケネザサは本試験

地の自生植物であ り,広 範囲に繁殖分布しているからササの生理あるいは生態を知る上に最 も適当な

材料 と考える。形態については竹幹が細長 く,直 立 してお り,な かには3米 余 りに達するものもあり,

節に 耗を有し,葉 は披針形で急鋭尖頭,基 部鈍形ないしは円形で下面に毛を有しているのが普通であ

る。繁殖力は他のササ と異な り,き わめて盛んであ り,サ サとして成長する芽子 も多い。

                 ]皿 実     験

 1.成 長 と気象との関係

 ササの成長経iと 貯蔵澱移}の時期別消長を究明するにあた り,そ の前論 としてネネザサの主幹およ

び地 ド茎の成長経過についてのべる。成長が同化賊と呼吸量すなわち生産 と消費 とい う点において揖
                                             }

互に関係をもつていることは新たに説明を要しないが,樹 木では一個体が長期にわた り毎年伸長成長

お よび肥大成長が行われるのに対 し,タ ケあるいはササの地上部および地下部では数十 日間で成長が

完成するため,こ の短期間における気象状態の影響を検討してみた。

 まず気象条件 として,温 度と降水量を選んだ。つまりこれらは寒冷の土地では気温により,ま た気・

温条件が満たされている地域では降水k」に重点をおいて成長を論ずることがその地方の気候的特性を

っかみゃす く,気 象条件既知の地方 との比較を行 うことも可能であろ う。なお成長tlヒに関しては,さ

らに多くの立地学的な面か1>も老察を進めねばならないカミ,ここでは成長の貯蔵澱粉の季1耳納 な動き

を知る うえに必要な成長経過をのべ,気 象因子 との関係を少 しく吟味するに とどめる。

  i測定加l                   I (ヒ)l
 試料採取地において地上部については筍が地上にあらわれた時からその成長が終る迄の期間にわた   1(ゆ)・

り測定を行つた。測定にはあらかじめ単位 目盛をつけた尺度板を筍の近 くにたて,葉 舌の先端部まで   1

の長 さをもつて測定 日におけるイiil長量として表 した。また地下茎の伸長lllについては測定日毎に地下   11

茎の先端部に接近 してれ を挿 入 し,前 回の測 定 日におけ る札 との距離 を もつて測 定 日間の伸長 量 とし

て示 した。

  ii  葦貝II定糸吉手艮オ5よひご考 察

 サ サの筍が地上 に現わ れる時 期については,第1図 に よつて も明 らかな よ うに一般 に4月 上 旬であ   試

り. rの 「降[期 に ナ訂 ヒ1國Zジド土勾安f温 は17°C'C. イ山

の竹種 と比較 すれば マダケの発 筍期の気温 と似

てお り,モ ウ ソウチクの13°CIA_[一_, ク ロチ ク

の14～15°Cよ りも高 い温度 を必 要 とする。 成

長経 過について はひ とた び筍 が地上 に現 われ る

と仲長量を増 し,こ の仲長過程 中に は とくに温

度に よる影響 を うけ るこ とな く,伸 長i:が5月

中旬 に最高に達 して,し か る後,成 長 は長 く,

ゆ るやかに続 き漸次減/」を しめす。 すなわ ち,

伸 長1[撮 大 の時期 を境 とす れば その前期におけ

る期闇 は後期 の期間に くjべ て短か く,ほ =i

分 で あ り,伸 長 甲:最大 の時 期が発筍後20日 ぐ ら

いにみ られ るこ とや主幹 の伸長が7月 中旬に お

わ るこ とな どか ら全成長 期間 は60～80日 闇 とい

うこ とにな る。次に気温 と幹 の成長 の時間的 な
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関係 につい ては「[【元氏( わ)によれば 夏に成長 す る

ものは昼闇 よ りは夜 聞の方 が伸 長景が大 であ

り,春 や秋 に成長 する種類 の竹 では これに 反

している とい うが,春 に発筍,仲 長 をす るも

ので も夜 閥に よく伸 び る場 合 もあ り,こ の点

につ いては 目一ド検 討中であ る。

 一 方地下茎 の伸長(第3図)は=f:4の 伸 長

が終 りに近づ くとともに始 ま り,そ の伸 長 と

気温 との関係 を第4図 で見 る と,ほ 譲相似た

曲線 をえが ぎ,幹 の伸長 の際に温度 とあ ま り

つなが りがなかつ たの と違つてい る。す なわ

ち地下茎 では仲長 が盛んであ る とき,温 度 も

上昇 してお り,8}」 中 旬に気温 の最高があ る

が,そ の後 気温の下降 とともに仲長 も減 少す

る の が 認 め られ た 。

次 に 降 水1氏 と成 長 に つ い て 老 察 す る 。 第5図 は 測 完 日 闇 ¢)降 水Elt.と.I ihiii.1-一の 仲 長 量 とに つ い て 示 した

ものであるが,4月29日 よ り5月5

旧 までにあつた71mmの 降 水量 に対

,して伸長 し;1は5.5cm,5119日 よ り

1伺 月16日 ま での45・4mmの 降 水最に

尉 してイli1長量 は7・9cmで あつ た。 こ

伽 らか な り降水qtが あつ た期闇に く

らべて,5月5日 よ り同月9日 迄 の

・降水量 は0.2mmし か 認 め られず,

聯 の仲長量 も4cmに 減 少 している。

野そして仲長最盛 期をすぎた5月 中旬

き似後 に も同一期間 中におけ る伸長 量

弄ほ降水 量曲線 と相伴 な う(並 行的)

噸 向がみ られた。

》

 この降 水蚤 と幹 の成長 とにつ いて

LOck氏(エわ)は降 水 量が多 く認め られた

翌 日は成長 が と くに著 しく,晴 天が

続 き乾燥 した 日には仲長 が少な くな

る ことか ら互 に関係 があ るとい うが,
     13)

Poterfield氏 に よれば温度が上 昇 し

て関係湿度 が1週 間75%余 りで一定

してお り,そ の上1ケ 月の間殆 ん ど

降水 がな くて も成長 量が増加 してい

る ことや,湿 度 が高 く,温 度 が下 降

し,降 水 があつたに もかかわ らず,

2成長量が減少したことなどから成長のa と降水量の聞には関係が認められない とい う。また発筍数
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に つ いてはその最 盛期 前にみ られ る

降 水が発筍数 と関係があ る といわれ

てい る。 しか るにササ の幹( の)の成長に

ついて はすでにのべた よ うに,概 し

て晴天が続いた後に雨に め ぐまれ る

と伸 長量 は増加 し,と くに仲長最盛

期ご ろにおいて顕著で ある といえる。

 一 方地下茎 の成長 は6月 下 旬か ら

始 ま り,8月 上 旬 にお いて最大伸長

期に達 し,稗 長 は11月 上 旬に停止す

るが この成長 全期 間を通 しては降 水

量 と伸長量 との間 にはあ ま り関係 が

み られない。 (第6図)す なわち,

6月29日 よ り7月9日 までの降水 量

約160mm,ま た7月19日 よ り同 月

30日 に いた る間の降水 鼠約100mm,

8月20日 より同月31日迄の降水量約

160mmと それぞれかな りの降水 量

があつたに もかかわらず地下茎の伸

長 頃増加は緩慢であ り,し か も降水

のない時で も伸長量の増加を認める

ことがで きた。

 以上にのべた温度 と降水吊:という

限られた気象因子の範囲内で幹 と地

下茎に対する影響を老察 したが,一

般に温度 と関係のふかいのは地下茎

の成長でま,り,降 水量と比較的関係

のぷかいのは幹の成長であることが

わかつた。 しかし白然条件下での成

長に対 しては種 々の外因が関係するので個>tの 因子についての深い研究をさらに進めねばならなレ'・

 2.貯 蔵澱粉の季節的動 き

  i  実1験方法

 京都大学上賀茂育種試験地内の比較的開放された地域にみ られるケネザサを4月 上旬より地上部の

成長旺盛な6月 上旬迄 は平均5日 目毎に,そ れ以後は月平均2回 の割合にて毎回午前10時 より1時 間

以内に試料採取が終るよ うに行つた。時期的な貯蔵澱粉圭、ヒの動きを見「出すための試料については・そ

の時期に最も適応 した自然な状態で光合成が行われ,同 化物質が得られたものでなければな らない。

そのため温度,照 度,土 壌水分,そ の他の諸因子が実験地域において正常であることや試料が枯折玄

たは下刈な どに よる損傷を うけて、・た 蛎 菌におかされていた りする場 合は,そ れ らのことによ朔

粉含有度に変異を与え,時 期別に澱移撮 を比較するための障害 となるからこのような諾害を うけてU

ない健全な個体を選択,採 取した。

採取された試料は,1955年 にイ,{1長した1年 生(前 年生)地 下茎 とこれか 唖56年 に発生,イ帳 し潔
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当年生の幹(ネ)・さらにこの地下茎に続いている2年 生地下茎 とこれか らでている1年 生の幹(ネ)を掘 りおこ

㌧求めたのであるが・幹グ)長さに 感 剛 艦 移斑4嵯 異を比較検討する意味か ら鐸∫1表 に示されるよ

うな材料を用いた・

                                 Table l Samples(average)
F

                         Bamboo stem          I     Bamboo rhizome
                 -...冒 「 一1-.一.一 一 一 一.

                       Fresh weight lliameterYear(withbranches ffeight(at the near Year Freshweight lnternodeand leaves) ground)  (to 30cm)length        -一 一一 一 一一 一一.一 齢 一… 幽.山 一.一 一 一

            1st year <S)(cm)(mm)2nd year fig)(cm),(growth in 1955)7.960.84.0(growthin 1954)11.5 2.4

 Large   `一.一     一     .-                     1 -.一   .. .一     一   一一     一一一…

        (、,This yearowth in 1956) ・・8 63・6 4・ ・(。,。1st yearwth in 1955)・1・5 2・・
       1
-一 山   『1  -                1    -      一  一.一 一  . 一.  一一   ..  一.一 一一一    一 .一   一一. .   -   1     -'一一  丁 '圏 一 一一一.    一一一一一

            1st year         3.5      43.7  1   2.9       2nd year        7.5       2.1

Sm、ll l.一 一 一一一.5     1

       i This year  1   2.3    45.2    3.4     1st year     7.8     2.3

 試料 は採取後,た だちに60%ア ル コーノしに浸 漬,固 定 をな し,窒 内にて徒 手 切片法に よ り薄片をつ

くり,こ れに ヨー ドヨー ドカ リ液を滴 下せ しめて澱粉粒 を染色す る とともに顕微鏡 にて しらべた。顕

微実験用 の薄片 は節 間部 よ り取 り,こ れを スラ イドゲラス上 にのせた後 カパ ーグラスにて覆 い,こ の

間隙に染 色液 を注入 し,澱 粉粒 を 見易 くした。 つ ぎに顕 微鏡 内の1視 野中には柔細胞 が多数 見出せる

部分 を選び,1視 野 中に存在 する澱紛の含 有農 別細胞 数 をか 鮎こえ,こ れ よ り'F均 含 有度 を算 出 した。
少 澱粉含 有度

の表 示方法 としては第7図 に例示せ る如 く,1細 胞 内に澱粉粒が企 く存在 していない時

を0,1細 胞内が澱粉粒で充満 している場合を5と

し,こ の両者の聞を澱粉粒の含有する割合により4

段階にわけた。

  ii実 験結壁および考察

 光合成により得られた同化物質は転流 しやすい形

となり,幹 あるいは地下茎の貯蔵器官に達 して,貯

蔵物質 とな り貯えられる。 したがつて幹を地下茎 と

切離して考察することは妥当性を欠 くが,実 験によ

り得られた平均含有度をとりまとめた第2表 からも

明らかである如 く,澱 粉硅は時期により差があるば

か りでな く,年 齢 や場所 に よつ て も可成 りの相違が認め られ ることよ りこれ らの点につい て も考察を

準 めた。

 a)幹 における貯蔵澱粉の時期別動 き

 1年 生ケネザサの幹に含 主れている貯蔵澱粉の動 ぎをみれば(第8図)最 初に貯蔵澱粉の減少が認、

められたのは,4月 中旬か ら下旬にかけての発筍期でyる が,も つとも減少した時期は筍の成長最盛

期に相当する5月 中 ・下旬である。これは1年 生幹の新葉の同化作用によるものと,こ の時期迄に貯
'え
られていた貯蔵養分 とが地下茎に貯えられた貯蔵養分 とともに主 として当年筍の成長のために費さ

れたことによる{,の と考えられる。その後筍の成長が終るにつれて,貯 蔵澱粉は漸次蓄積 されるが地

一.                                   _

*幹 に 含 まれ てい る澱 粉 吊
:は {L.III>に多 く ヒ方 に 少 な い の を通 例 とす るが,そ の 増 減 の 経 過 につ い て は どの部 位 も

  同 様 な のでfl'i't I:,幹 基 よ り5cmの 位 置 に つ い て 示す こ ととす る。
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           Table 2 The table of contented degree of reserve starch.
                                                 

＼噛 畿   …g・      Sm・11
   ＼

    lace 2nd ear l lst year stem lst ear this ear 2nd ear lst ear lst ear thisP Yi   Y Y Y Y Y Year
       rhizome Low Middle l rhizome stem rhizome stem rhizome stem
 date
                        -一.一 一 一 一一一一 一一..一一一一 一          一 一 幽一一幽 置「 .一..一 一

  4-2       4.3     3.6    L6     3.9        0      4.4      2.7      3.8        0

  4-4       4.2     3.9     1.7     3,7        0      4.3      3.3      3.4        0

  4-9       4.7      3.6     1.5      4.8        0      4.9       3.2       3.7        0

  4--14      4.1     3.0    2.3     4.1        0      3.8  1   2.8      4.1        0
  4-19      2.5     1.3    0.7     2.3        0      1.7      1.3      1.0        0

  4-24      4.2     4.3    2.2     4.5      0.2      4.5      3.6      3.9      3.0

  4-29      3.9     2.1    3.0     3.4      0.1      3.2      2.1      3.5      0.3

  5-5       4.7      4。4     4.0      4.6        0       4.9       2.6       4.3        0

  5-10       3.9      3.0     1.2      4.3       0.4       3.8       1.3       3.8        0

  5-16       3,0      0.9       0      2.7       0.5       1。6       1.2       0.9      0.8

  5--21      0.4       0      0     0.8        0      1.3      0.5      1.7      0.8

  6-5       2.1     0.8      0     1.4      1.3      1.8      0.4      1.1      0。7         ・

  6-24       2.7      0.4     0.1      1.2       0.4      3.7       0.3       1.1        0

  7-12        0        0     0.4      3.4       0.8        0        0       2.9      0。1

  7-29       1.2      0.8     0.5      0.9       0.7      0.7       1.3       1.3      0.9

  8-16   1   1.4     L2     1.0     0.2      0.9      1.5      2.5      1.0      2.0

  9-1       0.5      1.7     0.8      1.6       1.6      0.4       2.0       1.4       1.6
  9-17       1.7      1.7     1.0      1.7       1.3       1.6       2.0       1.8       1.3

  10--3       1.9      2.2     1.6      2.1      0.8       1.7       1.9       2.1      0.9

  11-4       2.5      2.0     1.5      3.0       1.3      2.5       1.6       2.5       1.0

  11-22        3.1      3.2      1.7      3.2        1.5       2.7       2.6        3.3        1.2

  12-7       3.3      3.2     2.0      3.4       1.7      2.9       3.0       3.3       1.6

  12-22       3.4      3.1     1.7      3.4       2.0      3.2       3.0       3.5       1.8

  1 --17       3.1      2.3             3.2       2.3      2。7       1.6       1.8       1,8

  2-4       2.7      3.4             4.3       3.2       1.6       2,5       3,2       1.8

  2-21      2.0      3.0             4.6       4.3      0.7       1.1      2.3      2.5

  3-9       2.7      2.9             4.5       4.0      0.9       1.4       2.7      1.6

()()・・

                                            date

         Fig.8 Seasonal change of reserve starch in bamboo stem.

下茎が盛んに成長を行つている7月 中旬に含有澱粉Ifの 減少が再びみ られた。 これは地下茎の成長嗣

過に ともない地下茎だけでな く地上茎の貯蔵澱粉 も利用せ られ,そ の結果減少したと老えられる。L

かしこの様な時期をすぎれば当年生の幹における光合成 も盛んに行われるので貯蔵養分 も増 し,一つ

地下茎の仲長最盛期をすぎて消費量が減少して くるために順次蓄積 されて くる。

 つぎに新 しく発生する当年生の幹における貯蔵澱粉の時期別動 きについては4月 上旬に発筍するか

馨鰍 黙漏 堅糠1踏 齢灘 驚 麗 鋳馨澱 畢緊
に存在する貯蔵澱粉が可溶性の糖類 として利用されていると考えられる。 しかしながら地上に筍が1

て新葉をつけるとともに澱粉粒を認めることができるが,自 己の成長に用いられるのでその増加は1

                                           」
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    かであ り,伸 長最盛期の5月 中旬に澱粉量の減少がある。そこでこの時期を過ぎれば1年 生幹の場合

    と同様に貯蔵澱粉の消費が減 り・同化作用が行われることから貯蔵澱粉は次第にふえて くる。このよ

    うに当年生幹の貯蔵澱粉の消長は成長の完成後に前年生幹 と同じ動 きを示すが,当 年生の貯蔵澱粉が

    前年生のものよりも少いのは当年生の幹の葉の数の少いことか らもある程度光合成#iに 影響されてい

    ることがわかる。すなわちケネザサの幹は発生した翌春に分岐 して多数の枝を生じ,そ こに新葉の着

    生をみるが当年生に比較すれば葉の数は3～4倍 に増加する。 したがつて春か ら秋にかけて前年生の

    幹に当年生の幹 よりも多 くの貯蔵澱粉が存在することになる。

     以上,緑 葉のある期開における貯蔵澱粉の動 きを示した。落葉期に入ると同化作用は行われに くく

    なるが,1月 中旬以後では緩慢なる増加の傾向をたどる。しかしこれは春季に新たに分岐することや

    自己消費とも関係があり・一様な解釈がつけ られない。

     幹の大小については貯蔵されている澱粉の1融勺には大なるものが多いが,消 長については著 しいち

    がいが認め られなかつた。

.   b)地 下茎における貯蔵澱粉の時期別動 き

     2年 生の地下茎に含有されている貯蔵澱粉量 の減少については4月 中旬の発筍最盛期 と筍の伸長最

嘉 嘘 期である5月 中,下 旬,さ らに碧擁 ド茎の仲びはじめ磁,る7肘 旬に認められる。 まず発筍最盛

    期における減少には途中で成長のとまる多数の トマ リ筍のための養分の消費が考えられる。つぎに幹

    の伸長最盛期である5月 中,下 旬におけ る養分の著しい消費は幹の成長のためであ り,最 後の7月 中

    旬には地下茎の仲長が盛んなために三たび貯蔵澱粉の減少が認められる。

    以上は2年 生の地下茎についてのべたが1年 生地下茎についても第1回 および第2回 の減少は2年

    生の場合 と同様の時期に認められたが,地 下茎の仲長期閥は多少そのお もむ きを異に している。すな

    わち1年 生地下茎の澱粉は7月 中旬の新地下茎が仲長を始めた頃にかえつて増加 し,8月 中旬の伸長

    最盛期に減少を示していることである。 これは養分を多量に消費する新しい地下茎にもっとも近い1

   年生地下茎 とこれ より少し隔つた地下茎においては自ら貯蔵澱粉 量に違いのあることが理解できるが,

    これを確めるためこの時期における一連の地下茎を採取するとともにその先端部 より20cm毎 に試料

    をとり,顕 微鏡にて実験を行い第3表 の結果を得た。

     9月 以降では概 して貯蔵量が多 くなり,1月 中旬以後には1年 生の地下茎にはさらに増加 し,2年
陣  生地下茎

の貯蔵澱粉が減少する傾向を示 しているが春季の筍成長などのこともあ り,さ らに検討を加

   えたいと思つている。

    *ふ っう10月下旬より葉の色が黄色にかわり,緑葉を減少し,12月には落葉するものが多くなる。
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                Table 3 Change of reserve starch in growing season of bamboo rhizome

           ＼ 一＼yea「 T・・、 year    ・、・yea,   2・d year
                      ＼

            Distance(cm)   0  20  40  60  80  ioo 120 140 160 180

            The c°ntainted O.20.20.50.90.81.81.30.60.7°.7degree of starch

                                                          (collected on the 18th of July)

c)幹 と地下茎における貯蔵澱粉の時期別動ぎ

幹 と地下茎における貯蔵澱粉の動 きについては,そ れ ぞれ年齢別 とせず平均値で示す こととした。

すなわち第10図 は当年生および1年 生

の幹に含まれている澱粉量の平均 と1

年生および2年 生地下茎に含まれてい

る澱粉量と平均 とを表わ したものであ

る。

 これによつて幹 と地下茎相互におけ

る貯蔵澱粉の動きをみると両者 ともに

消長が少な く,ほ ぼ一定の含有量を示

しているのは冬季で浅)る。これに対 して貯蔵澱粉の減少するのはいずれ も笥お よび地下茎の成長期で

あるが,そ の動きについては春季の幹が成長する時期においては幹の貯蔵澱粉の減少が地下茎におけ

るより儲 しく,夏 季地穣 の成長時期1・おいては地下勤 方が轍 り蝿 しく含報 鰍 ㌘ 舳る・

 樹木における貯蔵澱粉の時期的な動きについての研究 としては藤村 ・佐野両氏や福田,黒 井両氏V'

よるもの,硝;1搬.竹 慮 菊叡 どの翫 が纏 樹や鰍 樹の枝条,幹,灘 どの澱搬 につい

ての動 きを報告 しているが,そ 牙・らに よれば樹穂 こよつても異るが,大 体において落鼎 封では幹は秋

季の落葉期あるいはその少しf[ifと,春季芽が鵬 前の二藤 資舗 み られ,ま 撮 低は麟 と夏季成長

の旺盛な時 との二度である。さらに根においては休眠期に最高が,成 長期には最低がみられるという。

しか し常緑鞭 はこれ 。少 し黙 ることがS。bl・in°'も鵬 かにしCい るとこ7)である。 こういつた樹  {

木に比べてササの場合は1個 体でも地下茎の広が りが大 きく,幹 も位置的に分散 してお り,必 ず しへ幽    、

全ての幹に落葉があるとは[照、ず,樹 木 とは生、  1

理,生 態を 異に している ことな どか らそれ らのき

結果を そのまま受け 入れて比較 す ることはでぎ

ないが,本 実脚 ・結果では冬季には全体 とじ～

の減少があまりみ られなかつたことは興味あへ

現象 といえよう。          義

 最後にササの場合も竹の場合と同様に,同 一義

年令で同じ取扱のもとにあれば太い地下茎か吃

太い幹を発生 し,高 さが高 くなればそれにと蜘

なつて着生する葉の数もふえて くるが,本 試験

地においても同様の現象がみられる。 したがつ

て太い地下茎には多 くの貯蔵養分が含まれて幾

い幹が発生することを理解できるのであるが・」

養媚 の動 きについてはそ紛 の大・N・は齢
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雰 く同じよ うな経過 を示 してい る・

 3.刈 払(全.面 刈)の 時期別試験

  i試 験 方法

以上の実験 に よつて貯蔵 澱粉が最 も減 少す る時期は春季 と夏季 である ことがわ かつた。 したがつ て

この結果 に もとつ いて実際 に下 刈の効果をためすために貯蔵澱粉 の動 きの多 い4月,7月 ・8月 を選

び,さ らに参考 として10月 ・12月 の 刈払試験 も行つた。す なわ ち1956年 の4月 ・7月 ・8月 ・10月 ・

12月 の各月毎 に5×5m2の 試 験 区を設定 し・ 各試験 区内のササの全 てをその地際 よ り刈払い・ 周囲

に巾約50cm,深 さ約70cmの 溝 を掘 り,試 験区外 よ りの地下 茎の侵入を防いだ。 調査 は各試験区 内の

標準場所 と見倣れる位置に設置された1×1m2の 調査区を

対象 として,刈 払前の立竹本数,直 径,高 さな どを測定 した。

また刈払後に発生するササについては翌57年7月 中旬には一

応幹の調査をなし,8月 下旬に各調査区を掘取 り,地 下茎に

関す る測定および観察を行つた。

  ii試 験結果および老察

 第4表 は刈払前の立竹 と刈払後における新ザサの成育状況

を月別に比較 したものであるが,刈 払後における新ザサ発生

の事情については56年4月 刈払区はその年刈払後に発生 し,

翌57年 春 季に も発生 してい

る。56左F7月, 8月,10月,

12月 刈 払区に は夫hそ の年

に新 ザサが発生せず翌57年

春 季に発生 している。

 まず刈払前 の本数 と刈払

後 の新 ザサの発生本数 との

割合をみれば,7月 区 が最

もわ る く約10%の 恢 復率 を

示すのみで,つ いで8月 区

がわ る く約13%に 減 少 して

い る。10月,4月 の 各区 は

それ ぞれ50%,72%の 減 少

で夏季 刈払区に比べ て影響

が少な く,と くに10月 区 よ

りも4月 区の恢 復率が良い

の は56年 の 発生 ザサが含 ま

れてい るため と老え られ る。

また12月 刈 払区において は

かえつて新ザサ の発生多 く

164%と ふ えてい る。 つ ぎ

に各区におけ る幹 の全長 の

平均 についてみ る と,刈 払

後 に発生 した新 ザサは刈払

前のササに比べ て,4月 区,



                                       Table 5 The investigational table of new bamboo stem by number of clusters after weeding.

         PLots         April                Ju且y                Augugt                ()ctober               December

        Number Hei ht Diameter Numberpopulation Hei ht Diameter Num po ulation Hei h[Diameter Numberpopulation Hei ht Diameter Numberpo ulation Hei ht Diameter Numberpofstems(cm)(mm)ofleaves (cm)1(mm)z lofleav p(cm)(mm)tleav (cm)(mm)ofleaves p(cm)1(mm)ofleaves
           1      62     2.0     10       4     72      1,8      7       1      .44      2.3      5       1      33      t.5     11       2     53      2.3      9                                                                                                                                                       r

           2      21     0,9      5        5     72     .1.7      9       t      -       一      一       一      30      L5      5        6   .  39      1.6      6

           3      20     L2      5       7     -       一      一      一      一       一      一       一      30      1.2      ,5        5     31      125      6

           4      18     1.2      5       4     29      1.1      6       監      一       一      一       一      25      1.4      5        9     35      1.7      6

           5      15     1.7     5       2     -       一     一      一      一h       -     一      一      25      L3      5      10     33      1,5      6

           s  l   zs  l   i.o  f   s  l    s  l  ‐   1    ‐   1  ‐   1   ‐    1  is  t   i・1  1   s  l    i   l  zs  l   i.i  t   s  l    s  l  as  l   i.s  l   s

           7  1   13 1   0.9  1   5  1    5  1  18  1   0.9  1   6  1    1   1  -   1   -   1  -   1   -    1  28  1   1.4  1   5  1    7  1  23  1   1.S  I   6

           8  1  23 1  1.1  1  5  1    3  1  -  f   -   1  -  1  -   1  17  1  0.8  1  6  1   1   1  33  1   1.3  1  6  1    4  1  27  1   1.8  1  6

           9      19     0.7      5        3      34       1.1      8        1      一        一      一       一       一       一      一        一      一        一      一

          10  1   25  1   0.9  1   '5   1     3   1  35  1   1.4   1   7   1    1   1  -   1    -   1  -   1   -    1  28   1   1.1  1   5   1     1  1  --  1    -   1  -

          11  1   18 1   0.8  1   5  1    4  1  -   1    -   1  -   1   -    1  21  1   0.9  1   6  1    2   1  24  1   1.1  1   5  1    1  1  -   1    -   1  -
                                             「

          12  1   -  1   -   1  -   1   -   1  -   1    -   1  -   1   -    I      l        i      l        l  2S  I   1.1  1   6  i    3  1  39  1   1.9  1   6

          13      13     L4      6        1     -       一      _       -                                      40      L3      6        2     -一       一      一

          14   1   10  1   1.1  1   4   1     2   1  17   1   1.O   I   4   1    1   1      1        1      1        1       1        1       1        1  29   1   2. O   I   5

          is  l   is  l   i.z  l   s  l    >  I      I        I      I        I      i        1      1        1      1        1      1        i  zs  l   2. o  f   5

          16   1   15  1   0.5  1   4   1    2

          17  1   19  1   1.3   1   4   1     1

          18   1   14  1   0.9  1   4   1    4

                                                                                                                                                                   P

          19   1   14  1   0.8   1   3   1     1

          21  1   40  1   1.O   I   6   1     1

          22   1   18  1   0.7  f   6   1     1

          24   1   16  1   0.9   1   5   1    2

                                                    F舳ゴ

                                                                                                                                      (investigated on July 1957)
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     18月区,10月 区,7月 区・12月 区の順に14%・18%・22%・24%・33%と 低下 してお り・いずれ も著

     しい高さの低下で・刈払区の月別の闇においては本数

     、の影響 と幾分ちがつている。                  ↓2  羅Growth     

、 刈払後麟 生した新ザサは多 く}澗 株から数本以上   ゜a   Death

     猶 し・い才・ゆ締 芽状 となつているが1株 より慰 Desem・,,/ Z     

㌧ た萌芽本数については月を違えての刈払の影響を明

     らかに見ることはできなかつた。            October

    巳 刈払による影響については発生ササの重量の比較に

     1よつ撮 も鵬 かにすることができる.す なわち刈払 August

     前のササと刈払椥 醗 生した新ザサ の生重量 をみ る J。ly

     乏,7月 区において最 もわるく2%に 減少し,8月 区

     :において3%,4月 区において4%余 り,10月 区では  April
「

     6%に 減 り,12月 区でも60%の 恢復率しか示さず・本

     数の影響 と似た糸課 を認めることカ・できる。つまり4 C°nt「°'

評 齢謂雛罵茎芝雛黙欄淫輪駕黎    r-0
∫ ,サ は地 毬 の 貯 醸 分V・ よ らkaば な ・ず ・ 一 株 か ・ の Fi鷺。12 The ratebamboo rhiz。°f gr°wth andMme after weed、deathng

     ..:,,は12月 区 に次 いで多 く,高 さの低 い,葉 形 の小 さ

                              Table 6 1nvestigational table of bamboo rhizome after weeding.
                                                                           .

                                              April-  August-°ct°ber-December control-lotDivision  Item  plot.Tuly-plot plot plot plot p
                    ..一 11

                         Average diameter i 5.9 7.4 7.6 6.0 5.6 6.°(mm)I                                             I

                         Ave「age intern°delength(cn、)1・・2 3・6 4・3 3・7 3・1 3・6

             塾G「°wth圏L・儲1。ng、h,%)12・98・ ・1・ ・621… 6・8 17・・

                         Weight per meter 32.8 48.7 54.0 32.7 27.8 28.6N __‐Cg/iii)章  §  Ave「age diam臨

)・ ・2 6・9 6・6 5・5 '一  一

             ㌦ ・AveraLengtTot;謙:1:::、;i}、3.61.911}≡ 三

                         Weight per meter 34.0 43.9 40.6 28.6Cg/ln)                                         圃 一.

                         Average diameter 70 6.6 5.9 6.7 6.° 5.4(mm)

, Grw・W・Averageintern°delength(cm)h Length/Totallength(°o)、;:;::1、;.1.8、3.0.;,;1;、3.53.0

              ㊤

             登  Weight pe「臨 ・42・8 44・・ 33・・ 39・1 31・4 29・4

,  M7.rN  Ave「age d'am濫) ・・9 6・4 6・6 5・6 一  一

・ ㌦ ・h難 繋
、;:1、4.55.0、;1;1:;≡ ≡

                         Weight pe「meter(g/m)…4 32・2 36・6 37・・ 一  一

                                                                               (investigated on August 1957)
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い ものを発生 している。 これに対 して7月 区では地下 茎の仲長 が始つてお り,幹 や地 下茎の貯蔵澱粉

が消 費されているこ とか らも新 ザサの発生本数 あるいは生 重量の'1復 率 がわ るい とみ られ る。

 以 」地上茎 に対す る刈払 の影響 をみたが,さ らに これを うらずけ るために地1ぐ茎の成育 状態を しら

べ てみた。す なわち,地 下茎 の総延長 に対 する生育 と粘死 との割aは 第12図 に 示 した よ うに枯 死率の

最 も大 きい区 は7月 区 の84%を 示 し,順 次8月 区の70%,4月 区 の49°0',/0月 区 の18%と なつ ている

しか し12月 区 は幹お よび地下茎 の成長が終つ て,同 化作用が行われ貯蔵澱粉 も蓄 え られてお り,地 下

茎 の枯死 もみ られ ない。

 刈 払跡地 の地下茎に含 まれ ている貯蔵澱粉 を調べた ところ,各 区 の財 蔵澱 粉は対照区の地下 茎に含

まれている量 の半分あ るいはそれ以下で 爵,り,刈 払に よる影響 を うかが うことがて きたが,詳 細な点

につ いては さらに試料 を とつて調べ る必 要があ る。

 以 士,京 都 地方におけ るササ の刈払の 適期 につい てのべたが,一 般に は幹の成長 が終つ た地下茎 の

仲長 期に地上 部を刈払 えは地下茎が 自己の仲長 のために必 蜘 領る養分 を光合成 に よつ て補 うことがで

きずに腐 り,枯 死 して地下 茎の更新 に害を与 えるので,こ の時期を選ぶ こ とが最 も望 ま しい。

                 IV 摘      要

 京 都大学上 賀茂育種試験上也に 自生 してい るメダケ属 に 属 す る ケ ネ ザ サ(PleioUlastus pubescen

Nakai)を 用 いて,そ のノ1二那,生 態を調べ,併 せて刈払 の時期別試1険を行い,サ サ地 取扱一1一の参考資

料 とした。

 そ の実験結 果につ いて要約すれば,

1.ケ ネザ サの成長経過 は4月 上 旬に筍が地」.に現 れ,イII1長の速農 を高 めて51川1旬 に最 盛 期にユ違し

 以 後漸次成長が衰 え,7∫J上 旬に成長 を終 え る。 この戊長IUI闇 は お よそ60～80日 間r(あ り,そ れ と

 前 後 して新 しく地下 茎が伸びは じめ8)1」 ・.をiJに稗長 最盛 期をイLじ,1117_1.islに 成長 を終 るQ

2.幹 に 含 まれる貯蔵澱粉 の動 きにつ いては,ま ず減 少す る時 期をみる と,春 季の幹(筍)仲 長最盛

 期 ならびに 夏季 の地下茅 伸長 期において最1,顕 菩でo,,る。 しか しそのJr一 ノ1した新ザサは籍葉を着

 生 する迄澱粉料 を認 めず,成 長 のエ ネノしキーは地下茎 の貯ll麺養分 あるいは前年 生G覇)`・)同 化物

 質 に依存す る もの と思わ れ,薪 葉 をだせば 自己の同化イ雪用 に より,さ らに伸長 を促進 させ,し かる

 後 貯蔵澱粉 の蓄積がみ られる。

3.地 下 卑に含 まれ る則蔵澱粉 の動 きにつ いてはお よそ地」茎(幹)と 同 ℃経過 をた どるが,年 齢に

 よつ て多少趣を異にす る。例 えば16「 生 地 卜茎 にっ いてはその先端近 くの 芽力'IIIびて 新地下 茎 とな

 る ので,伸 び は じめ の頃 は2年 生地下茎.よ りも多 くの澱粉が貯蔵 され てい ることが認 め られ る。

4。11月 以後 の成長 完了後におい ては同一年 令 の幹お よし)地『卜茎て は幹 のノ、なる もの程貯蔵澱 粉が多

 い が,春 季 の活動前に差を生ず る。

5,成 長 完了後におけ る1年 生地下茎の貯蔵澱粉 は当年ノiの幹に含 まれ ている陥 窺澱粉 」:り{,常 に 多

 い 。

6.成 長 期におけ る貯蔵澱粉の増減 は成長 のみ られぬ時 期に比較 して活発 である。

7.全 面 刈払 に よる影響 は4月 刈払 を行 うと間 もな く発ノiJ1_/る新 ザサに現 れ,711,8月,10月,12

 月 刈払 においては翌 春発生す る莉ササに現 れ る。そ して刈払 の時期別試験に よる と,新 ザサの発生

 に最 も悪 い影響 を与 え るのは地下茎 の伸び盛 りの7～8月 におけ る刈払で友)り,こ れ1:)の 区 におレ

 て は木古タピー塗る士也一下≡茎.も多いo
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Résumé

            Sasa (bamboo grass) is generally used to  sasapulps, furnitures, and preies of domestic animals etc., 
         but it grows in forest ground as land plants and frequently obstructs growth of planted tree. 

            Therefore, treating sasa, we should have their physicological and  cecological learning, but today, liter-
         ature which are known to us about it, are the seasonal changes of reserve starch in bamboo rhizome, so 

         authers test it by chief use of kenezasa (Pleioblastus pubescens Nakai), that is to say, this test consists of 
         three parts, the first is relation of growth and atsmospheric phenomena, the second is not only growing 

         process, but year distinction of bamboo stem and rhizome on the seasonal change of reserve starch by the 
         microchemical method, and the last, as their apprication, is prsperity of weeding season in forest ground. 

            The results by this studies are as  follows  : 
          1. About growing process of Kenezasa, bamboo shoot sprout out of the ground early in April, and 

            attain to maximum growth period with promoting elongation about the middle of May, from that time 

            gradually waste away the growth, at last the growth of bamboo stem comes to an end early in July. 
            This growth period is from 60 to 80 days, closely one upon the other, new bamboo rhizome begin to 

            grow and atain to maximum growth period early in August, at last the growth of bamboo rhizome 
             comes to an end early in November. 

               Regarding to the growth of Kenezasa and atomospheric phenomena, bamboo rhizome relats to  tem-
            perature what bamboo stem relats to quality of precipitation. 

          2. The decrease of reserve starch in bamboo stem is most visible to growth period in bamboo rhizome 
            and to its maximum growth period on bambo shoot, but this year stem (growth in 1955) could not
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   recognize reserve starch before new leaves, and its energy seems to request the reserve nutrition of 

   bamboo rhizome and the assimilated material of last year stem (growth in 1954 or till then). Towards 

   growth period of bamboo stem, new leaves make of assimilation starch with themselves and by the 
   assimilation starch their elongation is promoted, and then begins accumulation of reserve starch. 

 3. Reserve starch of 2nd year rhizome (growth in 1953) decreased in growth period of bamboo  stem and 

   rhizome as well as reserve starch of bamboo stem. However, especially when bamboo rhizome begins 

   elongation, the quantity of reserve starch which is observed in rhizome of 1st year is more than rhizome 

   of 2nd year. 

 4. After growth  period—autumn—in bamboo stem and rhizome of the same year, the larger bamboo 

   stem is, the more reserve starch, and the difference of reserve starch is recognized visible before growth 

   period in spring. 
 6. After growth period reserve starch of 1st year rhizome has usually more than reserve starch of this 

    year stem. 
 6. At growth period increase and decrease in reserve starch as compared with resting period is inactivity. 

 7. According to the seasonal test of weeding, it is the plot which put to the test in elongational period 

   that recovery conditions of Kenezasa is the most influenced, and besides there are many withered bam-

    boo rhizome.








